
輝け未来に向けて！スポ少野球教室
元プロ選手　高橋功一氏が熱く指導！

（12月30日　ゆめすた）
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【表紙の紹介】
　12月30日、多目的交流施設ゆめすたを会
場にスポーツ少年団野球教室が行われまし
た。講師は元プロ野球（オリックスブルー
ウェーブ）投手の高橋功一氏。午前の部、そ
して投手の部を挟んで午後の部の３部構成で
約100人の児童を対象に野球の基礎的な動き
を指導していました。この野球教室は、高橋
氏の高校時代の同級生らで構成する三種クレ
インズという野球チームが発起人となり、三
種町野球連盟が主催し、今年で３年目の開催
となりました。子どもたちは、元プロ野球選
手の指導とあって目を輝かせながら真剣にか
つ楽しく活動していました。
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出初式

　

１
月
４
日
、
琴
丘
総
合
体
育
館
を
会

場
に
平
成
27
年
三
種
町
消
防
団
出
初
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
先
だ
ち
、
団
員
は
地
元
で
分

列
行
進
や
車
両
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
そ

の
あ
と
琴
丘
総
合
体
育
館
に
集
合
。
祈

願
祭
で
今
後
の
無
火
災
を
祈
願
し
、
駐

車
場
に
移
動
し
て
三
浦
町
長
や
金
子
団

長
等
の
観
閲
を
受
け
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
三
浦
町
長
が
元
旦
に
発

生
し
た
２
件
の
火
災
に
つ
い
て
触
れ
、

う
ち
一
件
で
発
生
し
た
火
災
で
犠
牲
者

が
出
た
こ
と
に
対
し
ご
冥
福
を
祈
る
と

と
も
に
、
こ
れ
以
上
の
火
災
の
発
生
が

な
い
よ
う
、
町
と
消
防
団
と
の
連
携
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
永
年
に
わ
た
り
消
防
人
と
し

て
地
域
の
た
め
に
活
躍
さ
れ
て
き
た
団

員
に
対
し
秋
田
県
知
事
表
彰
を
行
っ
た

ほ
か
、
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰
な
ど

１
１
２
個
人
お
よ
び
26
団
体
を
表
彰
し

ま
し
た
。

　

今
回
受
章
さ
れ
た
方
が
た
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

三種町消防団
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秋
田
県
知
事
表
彰

◆
有
功
章

　

三
浦　

広
正　
　

近
藤　

克
彦　

　

田
崎　

成
美　
　

後
藤　

勝
伸　

　

茎
沢　

正
幸

◆
40
年
永
年
勤
続
章

　

三
浦　

泰
昭

◆
35
年
永
年
勤
続
章

　

石
井　

秀
基　
　

小
林　

憲
夫

◆
30
年
永
年
勤
続
章

　

工
藤　

俊
光　
　

加
藤　

博
美

　

石
井　

義
則　
　

板
倉　

吉
孝

　

児
玉　

達
也

◆
25
年
永
年
勤
続
章

　

田
崎　

成
美　
　

田
村
美
千
雄

　

今
野　

順
一

◆
20
年
永
年
勤
続
章

　

田
森　

正
志　
　

池
内　

鉄
巳

　

加
藤　

正
重　
　

加
来　

久
就

　

中
田　
　

孝　
　

畠
山　

健
一

　

小
林　

勇
三　
　

河
村　

成
人

　

山
田　

鉄
義　
　

田
村　

浩
人

　

近
藤　

滝
雄　
　

信
太　

政
義

秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰

◆
10
年
勤
続
章

　

加
藤　
　

東　
　

石
井　

咲
子

　

田
村　

隆
幸　
　

三
村　

幸
子

　

嶋
田　

和
子　
　

髙
﨑　

厚
子

　

嶋
田
セ
キ
子　
　

今
野　

和
美

　

岩
谷　

孝
則　
　

田
森　

秀
作

　

青
山　
　

悟　
　

加
賀
谷　

寿

　

相
澤　

誠
紀　
　

児
玉　

博
之

　

加
藤　

晴
喜　
　

石
川　

健
作

　

三
浦　

輝
記　
　

山
田　
　

長

秋
田
県
消
防
協
会

能
代
市
山
本
郡
支
部
長
表
彰

◆
７
年
勤
続
章

　

三
浦　

昌
樹　
　

泉　
　

浩
司

　

成
田　

拓
弥　
　

清
水　
　

誠

　

平
川　

友
也　
　

山
内　

良
貴

　

牧
野　
　

心　
　

児
玉　
　

亘

　

國
柄　

良
太　
　

近
藤　

亨
城

　

大
山　
　

司　
　

児
玉　

和
人

　

加
藤　

秀
悦　
　

髙
松　

隆
太

　

唐
土　

洋
平　
　

渡
部　

宏
輝

　

田
中　

哲
也　
　

田
村　

嘉
明

　

石
井　
　

浩　
　

北
林　
　

誠

三
種
町
長
表
彰　

◆
感
謝
状

　

石
井
工
業
株
式
会
社

◆
５
年
勤
続
表
彰

　

鈴
木　

照
美　
　

佐
々
木
雅
浩

　

田
中　

浩
元　
　

成
田　

康
樹

　

檜
森　

康
弘　
　

工
藤　

浩
毅

　

三
浦　

和
也　
　

児
玉　

高
久

　

三
浦　

誠
樹　
　

伊
藤　

智
樹

　

信
太　

幸
樹　
　

田
村　

悠
人

　

高
橋　
　

東　
　

鈴
木　
　

修

　

大
塚　

堅
一　
　

袴
田　

勝
弘

　

上
杉　
　

学　
　

小
山
内
勝
德

　

板
倉　

正
明

◆
優
良
警
火
団
表
彰

　

湖
北
小
学
校　

鵜
川
２
子
供
会

　

琴
丘
小
学
校　

高
屋
敷
子
供
会

　

森
岳
小
学
校　

林
崎
子
ど
も
警
火
団

　

金
岡
小
学
校　

豊
岡
子
ど
も
警
火
団

◆
無
火
災
分
団
表
彰

　

琴
丘
第
６
分
団
（
23
年
０
カ
月
）

　

八
竜
第
１
分
団
（
３
年
10
カ
月
）

　

八
竜
第
２
分
団
（
１
年
２
カ
月
）

　

八
竜
第
３
分
団
（
２
年
５
カ
月
）

　

八
竜
第
４
分
団
（
１
年
５
カ
月
）

　

八
竜
第
７
分
団
（
８
年
１
カ
月
）

　

八
竜
第
８
分
団
（
17
年
９
カ
月
）

　

八
竜
第
９
分
団
（
８
年
６
カ
月
）

　

琴
丘
第
２
分
団
（
17
年
５
カ
月
）

　

琴
丘
第
４
分
団
（
６
年
８
カ
月
）

　

琴
丘
第
５
分
団
（
21
年
９
カ
月
）

　

琴
丘
第
７
分
団
（
13
年
８
カ
月
）

　

琴
丘
第
８
分
団
（
４
年
０
カ
月
）

　

琴
丘
第
９
分
団
（
３
年
６
カ
月
）

　

琴
丘
第
10
分
団
（
10
年
０
カ
月
）

　

山
本
第
１
分
団
（
６
年
10
カ
月
）

　

山
本
第
２
分
団
（
４
年
６
カ
月
）

　

山
本
第
４
分
団
（
３
年
７
カ
月
）

　

山
本
第
５
分
団
（
１
年
１
カ
月
）

　

山
本
第
６
分
団
（
２
年
８
カ
月
）

　

山
本
第
７
分
団
（
４
年
１
カ
月
）

　

山
本
第
８
分
団
（
５
年
６
カ
月
）

三
種
町
消
防
団
長
表
彰　

◆
優
良
団
員

　

三
浦　

誠
一　
　

吉
田　

成
功

　

荒
川　

優
悦　
　

藤
井　

哲
也

　

大
山　

利
明　
　

小
玉　

清
美

　

板
垣　

雄
平　
　

田
崎　

真
悟

　

工
藤　
　

勝　
　

石
井　
　

悟

　

田
中　
　

進　
　

田
森　

淳
一

　

佐
藤　

信
喜　
　

檜
森　

康
弘

　

岩
谷　

侑
哉　
　

児
玉　

健
宏

　

斉
藤　

秀
一　
　

工
藤　

誉
久

　

三
浦　

清
美　
　

野
呂
田　

修

　

嶋
田　

裕
介　
　

田
川　

博
行

　

清
水　

邦
雄　
　

石
井　
　

浩

　

板
倉　

正
明　
　

北
林　
　

満

『もういいかい　火をけすまでは　まあだだよ』
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町県民税・所得税申告相談のお知らせ平成27年度

区　分
琴　丘　地　域 山　本　地　域 八　竜　地　域

対　象　地　区 会　場 対　象　地　区 会　場 対　象　地　区 会　場

２月５日 木 小新沢・羽立・上新屋
敷・勝平 琴丘総合支所 不動田・中野 すいらんの館

２月６日 金 柏木岱・小出・小又口・
落合・塚ノ岱 琴丘総合支所 小町・谷地ノ沢・外ノ沢 すいらんの館

２月９日 月 入通・増浦・神馬沢・
鰄渕・砂子沢・二本杉 琴丘総合支所 向達子・蛭沢・増沢 すいらんの館

２月10日 火 天瀬川・市野・種沢 琴丘総合支所 長面 すいらんの館

２月12日 木 達子・館ノ下・宮ノ目 すいらんの館 芦崎・大谷地・追泊 浜口公民館

２月13日 金 小谷沢・川代・内鯉川・
浜鯉川 琴丘総合支所 芦崎・大谷地・追泊 浜口公民館

２月16日 月 泉沢・長信田・牡丹 琴丘総合支所 大口・釜谷 浜口公民館

２月17日 火 外岡・割道・志戸橋野 金 陵 の 館 大口・釜谷 浜口公民館

２月18日 水 志戸橋 金 陵 の 館 浜田 浜口公民館

２月19日 木 豊岡 金 陵 の 館 浜田 浜口公民館

２月20日 金 高屋敷・中村・羽根川・
千刈田 琴丘総合支所 羽立・根岸・金光寺野 金 陵 の 館

２月23日 月 新屋敷 琴丘総合支所 藤木台・金光寺 金 陵 の 館

２月24日 火 新田・中嶋・黒瀬・逆川 金 陵 の 館 安戸六・川尻・久米岡 八竜改善センター

２月25日 水 深浜・新町・猿田 琴丘総合支所 鵜川 八竜改善センター

２月26日 木 槻田・和田 山本総合支所 鵜川・富岡 八竜改善センター

２月27日 金 中沢・東二本柳・２次・
３次ゆうタウン 琴丘総合支所 泉八日・昼寝・横長根 山本総合支所

３月２日 月 館村・八幡越・川藤 琴丘総合支所 温泉・木戸沢・上台・
石倉沢 山本総合支所

３月３日 火

３月４日 水 山谷 琴丘総合支所 林崎 山本総合支所

３月５日 木 二ツ森・牛沢・山口 山本総合支所 富岡・鵜の巣・十八坂・
餅の沢・飯塚 八竜改善センター

３月６日 金 鹿南 琴丘総合支所 大町 山本総合支所

３月８日 日 平日申告できない方 琴丘総合支所 平日申告できない方 山本総合支所

３月９日 月 鹿中 琴丘総合支所 大曲・萱刈沢 八竜改善センター

３月10日 火 寒城・飛塚・大町 山本総合支所 大曲・萱刈沢 八竜改善センター

３月11日 水 鹿北 琴丘総合支所 上記で申告できなかった方 八竜改善センター

３月12日 木 全　地　区　対　象　　　　各会場で申告できなかった方　　　（八竜改善センター）

３月13日 金 全　地　区　対　象　　　　各会場で申告できなかった方　　　（八竜改善センター）

３月15日 日 全　地　区　対　象　　　　平日申告できない方　　　　　　　（八竜改善センター）

３月16日 月 全　地　区　対　象　　　　各会場で申告できなかった方　　　（八竜改善センター）

●「すいらんの館」「金陵の館」「浜口公民館」は８時20分頃開館します。開館時間に合わせておいでくださるようお願いします。
●申告期日終盤は非常に混雑しますので、出来るだけお住まいの地区の指定日においでください。都合の悪い場合は、他の地区の
指定日でも申告できます。（旧町に係わらず、どの会場でも申告できます。）

●税務課及び各総合支所地域振興係窓口では申告相談を行っておりませんので、ご用のある方はいずれかの会場にお越しください。

◆申告についての問合せは　☎85－4828　税務課　賦課係まで

受付時間　９時～15時30分まで

　２月５日から３月16日の日程で町県民税・所得税の申告相談が始まります。申告書は１月中に
送付しておりますが、申告書が届いていない場合でも、申告の必要がある方は、申告に必要な書類
等を準備のうえ、出来るだけ指定された日時に会場へお越しください。
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特
設
人
権
相
談
所
開
設

２
月
20
日
は「
旅
券
の
日
」

秋田地方法務局能代支局
（☎54－4111）では、
平日８時30分～17時15
分まで人権相談を受け付
けています。お気軽にご
利用ください。

相談は無料で
秘密は厳守します。

　

次
の
日
程
に
よ
り
特
設
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
等

を
抱
え
て
い
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

２
月
５
日　
八
竜
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

  
10
時
〜
15
時

人
権
擁
護
委
員

○
八
竜
地
域　

見　

上　

雅　

子

　
　
　
　
　
　

成　

田　

隆　

道

　
　
　
　
　
　

工　

藤　

富　

直

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
生
活
課　

町
民
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
８
５
―
４
８
２
５

　

明
治
11
年
２
月
20
日
に
「
海
外
旅
券

規
則
」
が
制
定
さ
れ
、「
旅
券
」
と
い
う

言
葉
が
初
め
て
法
令
上
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
記
念
し
、
２
月
20
日
は
「
旅

券
の
日
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
切
な
パ
ス
ポ
ー
ト
を
し
っ
か
り
管

理
し
ま
し
ょ
う
。

　

三
種
町
で
は
、
平
成
23
年
10
月
か
ら

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
受
領
を
行
っ
て

い
ま
す
。（
本
庁
の
み
）
三
種
町
に
住

民
登
録
し
て
い
る
方
は
、
三
種
町
役
場

以
外
で
は
パ
ス
ポ
ー
ト
の
手
続
き
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
生
活
課　

町
民
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
８
５
―
４
８
２
５

　

平
成
27
年
度
加
入
申
し
込
み
受
付
を
、

２
月
１
日
よ
り
開
始
し
ま
す
。

　

交
通
災
害
及
び
不
慮
の
災
害
共
済
制

度
は
、県
民
が
助
け
合
い
、災
害
に
あ
っ

た
方
々
を
救
済
す
る
制
度
で
す
。
秋
田

県
内
（
秋
田
市
を
除
く
）
に
住
ん
で
い

る
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
加
入
で

き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
セ
ッ

ト
で
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

★
交
通
災
害
共
済

　

掛
金
年
額
４
０
０
円

　

道
路
上
で
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転

車
等
に
乗
っ
て
い
て
衝
突
、
接
触
、
転

倒
し
た
事
故
、
ま
た
、
歩
行
中
に
こ
れ

ら
の
乗
り
物
に
ひ
か
れ
た
り
し
た
場
合

な
ど
。

〔
死　
　

亡
〕　

１
０
０
万
円

〔
後
遺
障
害
〕　

50
〜
１
０
０
万
円

〔
傷　
　

害
〕　

入
院
１
日
２
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　

通
院
１
日
８
０
０
円

飲酒運転等の状況（運転者住居別結果）
12月中 H26累計

酒酔い運転 ０件 ０件
酒気帯び件数　 ０件 ８件
飲酒事故（負傷）件数 ０件 ０件
飲酒事故（死亡）件数 ０件 ０件
交通死亡事故件数 ０件 ２件
全県市町村順位（25市町村中）24位（前月24位）→

平成26年飲酒運転追放等競争最終結果（25市町村中）
24位（H25年22位）↓

飲酒運転は絶対やめましょう！

★
不
慮
の
災
害
共
済

　

掛
金
年
額
６
０
０
円

　

急
激
か
つ
偶
然
の
外
来
の
事
故
に
よ

る
死
傷
。（
道
路
以
外
で
の
自
動
車
等

に
よ
る
事
故
、作
業
事
故
、ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
中
の
事
故
、
災
害

時
（
地
震
、
火
災
、
台
風
等
）
の
事
故

な
ど
。）

〔
死　
　

亡
〕　

60
万
円

〔
後
遺
障
害
〕　

30
〜
60
万
円

〔
傷　
　

害
〕　

入
院
１
日
１
１
０
０
円

※
通
院
治
療
期
間
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ
・
加
入
申
し
込
み
窓
口

　

町
民
生
活
課　

消
防
防
災
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
８
５
―
４
８
３
３

　

山
本
総
合
支
所　

地
域
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
８
３
―
２
１
１
１

　

琴
丘
総
合
支
所　

地
域
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
８
７
―
２
１
１
１

　

県
内
の
秋
田
銀
行
、北
都
銀
行
、

羽
後
信
用
金
庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

又
は
郵
便
局
で
も
加
入
で
き
ま
す

（
派
出
窓
口
を
除
く
）。
ま
た
、
今

年
か
ら
、
秋
田
や
ま
も
と
農
業
協

同
組
合
で
も
取
扱
い
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

交
通
災
害
・
不
慮
の
災
害
共
済

広報 みたね
mitane town
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琴
丘
地
域　

２
月
17
日  

○
琴
丘
地
域
拠
点
セ
ン
タ
ー
前

  

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

○
Ｊ
Ａ
秋
田
や
ま
も
と
本
店
前

　
　
　
　

13
時
〜
14
時
20
分

○
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
琴
丘
店
前

　
　
　
　

15
時
〜
16
時
30
分

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

琴
丘
総
合
支
所　

地
域
生
活
係

　

☎
８
７
―
３
５
１
６

献
血
に

ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

税
務
課
か
ら

納
期
限
の
お
知
ら
せ

◎
国
民
健
康
保
険
税（
６
期
）

３
月
２
日
が
納
期
限
で
す

☆
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
！

※
口
座
振
替
の
か
た
は
残
高
確
認

を
お
願
い
し
ま
す

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

賦
課
係

　

☎
８
５
―
４
８
２
８

開
催
の
お
知
ら
せ

　

三
種
町
の
重
要
産
業
ジ
ュ
ン
サ
イ
の

生
産
性
を
高
め
る
た
め
の
知
見
や
情
報

を
共
有
し
、
ジ
ュ
ン
サ
イ
産
業
の
振
興

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

　

ジ
ュ
ン
サ
イ
生
産
に
関
わ
る
貴
重
な

情
報
提
供
と
な
り
ま
す
の
で
、
是
非
こ

の
機
会
を
お
見
逃
し
な
く
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

主　

催　

森
岳
じ
ゅ
ん
さ
い
の
里
活

性
化
協
議
会

　
　
　
　
　

農
業
人
材
育
成
委
員
会

と　

き　

２
月
13
日　

10
時

と
こ
ろ　

山
本
ふ
る
さ
と
文
化
館

研
修
内
容

【
第
一
部
】

　

秋
田
県
立
大
学
に
よ
る
ジ
ュ
ン
サ
イ

　

栽
培
調
査
・
研
究
に
つ
い
て

　

講
師　

秋
田
県
立
大
学
生
物
資
源
科

　
　
　
　

学
部　

准
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部　
　

誠 

氏

【
第
二
部
】

　

ジ
ュ
ン
サ
イ
主
要
害
虫
の
発
生
状
況

　

と
防
除
対
策
に
つ
い
て

　

講
師　

秋
田
県
農
業
試
験
場
生
活
環

　
　
　
　

境
部
主
任
研
究
員

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池　

英
樹 

氏

【
第
三
部
】

　

三
種
町
ジ
ュ
ン
サ
イ
支
援
事
業
に
つ

　

い
て

　

説
明　

三
種
町
役
場
農
林
課

参
加
申
し
込
み　

　

２
月
10
日
ま
で
次
の
連
絡
先
に
氏

名
、
地
区
、
参
加
人
数
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

◆
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　
森
岳
じ
ゅ
ん
さ
い
の
里
活
性
化
協
議
会

　
（
商
工
観
光
交
流
課
内
）

　

☎
８
５
―
４
８
３
０

ジ
ュ
ン
サ
イ
生
産
農
家 

研
修
会

平
成
27
・
28
年
度

三
種
町
建
設
工
事
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

に
つ
い
て

　

町
が
発
注
す
る
平
成
27
年
度
・
平
成

28
年
度
の
建
設
工
事
・
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
務
等
に
か
か
る
指
名
競
争
入

札
等
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
業
者
は
、

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
を
提
出
し
資

格
審
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

左
記
の
と
お
り
申
請
の
受
付
を
行
い

ま
す
の
で
、
期
間
内
に
必
ず
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間　

２
月
２
日
〜
３
月
20
日

（
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
、
土
・
日
・

祝
祭
日
除
く
）

●
資
格
の
有
効
期
間

　

平
成
27
年
５
月
１
日
〜

　
　

平
成
29
年
４
月
30
日
ま
で
２
年
間

●
受
付
方
法　

持
参
又
は
郵
送

●
提
出
書
類　

入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
書
及
び
添
付
書
類　

一
式

●
提
出
部
数　

１
部

　

申
請
書
の
様
式
及
び
添
付
書
類
に
つ

い
て
は
、
三
種
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

建
設
課　

管
理
係

　

☎
８
５
―
４
８
２
０

平成27年2月 6



12
月
１
日
か
ら
「
児
童
扶
養
手
当
法
」
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
、
※
公
的
年
金
を
受
給
す
る
方
は
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平
成
26

年
12
月
以
降
は
、
年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当
よ
り
低

い
方
は
、
そ
の
差
額
分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。

※
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
、
老
齢
年
金
、
労
災
年
金
、

遺
族
補
償
な
ど

今
回
の
改
正
に
よ
り
新
た
に
手
当
を

受
け
取
れ
る
場
合

・
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
祖
父
母
等
が
、
低
額

の
老
齢
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合

・
父
子
家
庭
で
、
お
子
さ
ん
が
低
額
の
遺
族
厚
生
年

金
の
み
を
受
給
し
て
い
る
場
合

・
母
子
家
庭
で
離
婚
後
に
父
が
死
亡
し
、
お
子
さ
ん

が
低
額
の
遺
族
厚
生
年
金
の
み
を
受
給
し
て
い
る

場
合　

な
ど

対　　象 在宅で介護をしている家族
 認知症に関心があり、介護技術を身につけたい方（先着30名） 
と　　き ２月20日　10時～14時30分頃まで
と こ ろ 地域福祉センター
内　　容 ①『映画で介護を語ろう！』
 　作品名【毎日がアルツハイマー
 　　　　　　　～この家族に元気をもらう～】
 　上映時間　１時間33分
 ②昼食・交流会
申し込み ２月13日までご連絡ください。

《
参
考
：
児
童
扶
養
手
当
の
月
額
》

（
平
成
26
年
4
月
〜
）

・
子
ど
も
１
人
の
場
合

　

全
部
支
給
：
４
万
１
０
２
０
円

　

一
部
支
給
：
４
万
１
０
１
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
９
６
８
０
円

（
所
得
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
ま
す
）

・
子
ど
も
２
人
以
上
の
加
算
額

　

２
人
目
：
５
０
０
０
円

　

３
人
目
以
降
１
人
に
つ
き
：
３
０
０
０
円

※
受
給
し
て
い
る
年
金
額
が
手
当
額
よ
り
も
低
い
か

ど
う
か
は
福
祉
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

支
給
開
始
日

　

手
当
は
申
請
の
翌
月
分
か
ら
支
給
開
始
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い

た
こ
と
に
よ
り
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
な
か
っ

た
方
の
う
ち
、
平
成
26
年
12
月
1
日
に
支
給
要
件
を

満
た
し
て
い
る
方
が
、
平
成
27
年
3
月
ま
で
に
申
請

し
た
場
合
は
、
平
成
26
年
12
月
分
の
手
当
か
ら
受
給

で
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

　

福
祉
課　

福
祉
係　

☎
８
５
―
２
１
９
０

◆申し込み・問い合わせ先　社会福祉協議会　地域福祉課　☎83－4861

参加費無
料

送迎の必
要な方は

　　　ご
相談下さ

い。

三種町家族介護者交流会（第４回）のお知らせ

広報 みたね
mitane town
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◆問い合わせ先　福祉課　☎85－2190　　三種町社会福祉協議会　☎72－4400

～ささえ愛の地域づくりをめざして～

　三種町地域福祉計画・地域福祉活動計画に基づき、今後の地域

福祉推進の方策を、地域住民、福祉活動実践者、関係各機関等か

ら理解していただくと共に、活動への積極的な参加を促進するこ

とを目的として三種町地域福祉フォーラムを開催いたします。

※帰りのバスについてはフォーラム終了後、逆のルートで上記の停車場所へお送りします。

※事前の申し込みは不要です。また、バスの利用料は無料です。

当日はバスを運行しますので、ご利用ください

ふるさと文化館

山本地区

すいらんの館
（12：30）

金陵の館
（12：50）

八竜地区

八竜改善センター
（12：20）

浜口公民館
（12：25）

鵜川公民館
（12：35）

琴丘地区

琴丘支所
（11：45）

鹿渡駅前
（11：50）

上岩川ふるさと交流館
（12：25）

鯉川コミュニティセンター
（12：00）

地域力を防災力に！

三種町地域福祉フォーラムを
開催します

２月７日（土）　13：30～16：00と　き

三種町山本ふるさと文化館ところ

ボランティア等による実践発表など内　容

平成27年2月 8



年金
だより

◆問い合わせ先　　　
  秋 田 年 金 事 務 所　☎018－865－2399　健康推進課国保年金係　☎0185－85－2137　
  琴丘総合支所地域生活係　☎0185－87－3516　山本総合支所地域生活係　☎0185－83－2115

国民年金受給予定者を対象にした相談を年金窓口で
行っています。お気軽にご相談ください。

年金
だより

国民年金付加年金制度のお知らせ

　国民年金の一般保険料に加えて付加保険料（月々400円）を納めると老齢基礎年金に付加年金が上乗せされます。
（１）納めることができる方
　・国民年金第1号被保険者
　・任意加入被保険者（65歳以上の方を除く）
（２）付加年金額
　付加年金額は、「200円×付加保険料納付月数」です。例えば、20歳から60歳までの40年間、付加保険
料を納めていた場合の年金額は次のとおりとなります。

　200円　×　480月（40年）　=　96,000円
　 なお、付加年金は定額のため、物価スライド（増額・減額）はありません。

　備え付けの用紙に必要事項を記入して、三種町役場または年金事務所にご提出ください。

・ 付加保険料は申出した月分からお支払いしていただくことになります。
・ 付加保険料の納期限は、翌月末日（納期限）と定められております。
・ 納期限を経過した場合でも、期限から２年間は付加保険料を納めることができます。
・ 付加保険料を納付することを希望しない場合は、付加保険料納付辞退申出書の提出が必要となります。
・ 国民年金基金に加入している方は付加保険料を納めることはできません。
・月末が土曜日、日曜日、休日等にあたる場合及び年末の納期限は、翌月最初の金融機関等の営業日となります。

◆口座振替での前納のお申し込みはお早めに
　口座振替での平成27年度分１年前納・６カ月前納（４月～９月分）・２年前納の締切日は、平成27年
２月27日（金）です。
※すでに口座振替で前納されている方は、再度のお申込みの必要はありません。
　ただし、１年前納から２年前納への変更など、振替方法を変更される場合は、再度お申し込みが必要です。
※保険料が一部免除された方は、口座振替の前納制度はご利用いただけません。

◆口座振替のお申し込み手続き
・預貯金口座をお持ちの金融機関（ゆうちょ銀行を含む）、または年金事務所（郵送も可）へ「国民年金保
険料口座振替納付（変更）申出書」をご提出ください。
・金融機関届出印の押印が必要です。金融機関届出印や口座名義人氏名に誤りがあると、手続きが間に合わ
ない場合がありますのでご注意ください。

国民年金付加年金制度とは 

お手続き

付加保険料を納める際の留意点

広報 みたね
mitane town
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保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保健センター
☎83－5555

肺
炎
球
菌
感
染
症
（
高
齢
者
）・
水
ぼ
う
そ
う
（
３
〜
４
歳
児
）
の

定
期
予
防
接
種
期
間
は
、
３
月
31
日
ま
で

肺
炎
球
菌
感
染
症
予
防
接
種

　

今
年
度
定
期
予
防
接
種
対
象
の
方
は
、

接
種
期
間
が
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

定
期
接
種
の
対
象
と
な
る
方
は
毎
年
異

な
る
た
め
、
こ
の
機
会
を
逃
さ
な
い
よ
う

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
接
種
費
用

　

一
部
（
４
０
０
０
円
）
助
成

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
使
え
る「
が
ん
検
診
」

　

町
で
は
、
が
ん
の
早
期
発
見
と
正

し
い
健
康
意
識
の
普
及
啓
発
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
26
年
５

月
に
左
記
の
年
齢
の
方
へ
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
ま

だ
利
用
し
て
い
な
い
方
は
、
お
早
め

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限
は
、
平

成
27
年
２
月
28
日
で
す
。
期
限
内
に

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
保
健

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ク
ー
ポ
ン
券
を
無
く
さ
れ
た
方
は

再
発
行
し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

水
ぼ
う
そ
う
予
防
接
種

　

生
後
36
月
か
ら
生
後
60
月
の
方
は
、
定

期
予
防
接
種
期
間
が
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら
、
水
ぼ
う
そ

う
定
期
予
防
接
種
の
対
象
は
、
生
後
12
月

か
ら
生
後
36
月
に
至
る
ま
で
の
、
水
ぼ
う

そ
う
既
往
歴
の
な
い
方
に
な
り
ま
す
。

◆
接
種
費
用　

全
額
助
成

①平成26年度（平成27年３月31日まで）に

65歳となる方 昭和24年４月２日生～昭和25年４月１日生

70歳となる方 昭和19年４月２日生～昭和20年４月１日生

75歳となる方 昭和14年４月２日生～昭和15年４月１日生

80歳となる方 昭和９年４月２日生～昭和10年４月１日生

85歳となる方 昭和４年４月２日生～昭和５年４月１日生

90歳となる方 大正13年４月２日生～大正14年４月１日生

95歳となる方 大正８年４月２日生～大正９年４月１日生

100歳となる方 大正３年４月２日生～大正４年４月１日生

101歳以上の方 大正３年４月１日以前生

②60歳から65歳未満の方で、心臓、腎臓、呼吸器の
機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限され
る程度の障害やヒト免疫不全ウイルスによる免疫の
機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害があ
る方

《肺球菌感染症予防接種の対象者》

◎無料クーポン券検診の対象となる年齢

年　齢 生　　年　　月　　日 胃がん 大腸
がん

子　宮
頸がん 乳がん

20歳 平成５年４月２日～平成６年４月１日生 ○
40歳 昭和48年４月２日～昭和49年４月１日生 ○ ○ ○
45歳 昭和43年４月２日～昭和44年４月１日生 ○
50歳 昭和38年４月２日～昭和39年４月１日生 ○ ○
55歳 昭和33年４月２日～昭和34年４月１日生 ○
60歳 昭和28年４月２日～昭和29年４月１日生 ○

22～25歳 昭和63年４月２日～平成４年４月１日生 ○
27～30歳 昭和58年４月２日～昭和62年４月１日生 ○
32～35歳 昭和53年４月２日～昭和57年４月１日生 ○
37～40歳 昭和48年４月２日～昭和52年４月１日生 ○
42～45歳 昭和43年４月２日～昭和47年４月１日生 ○
47～50歳 昭和38年４月２日～昭和42年４月１日生 ○
52～55歳 昭和33年４月２日～昭和37年４月１日生 ○
57～60歳 昭和28年４月２日～昭和32年４月１日生 ○
※年齢については、平成26年４月１日現在の年齢となります。

◎利用できる医療機関　電話予約が必要です。クーポン券検診とお話ください。
医　療　機　関　名 電　話　番　号

山本組合総合病院　健診センター 52－3111（代表）
JCHO秋田病院　健康管理センター 52－3271（代表）

※子宮頸がん検診については、上記医療機関の他、県内の検診医療機関でも利用で
きます。（クーポン券送付時に医療機関一覧を同封しています。）

子宮頸がん・
乳がんについ
ては、平成21
～24年 度 に 
クーポン券を
使用しなかっ
た方が対象と
なります。

※自己負担額は、接種する医療機関によって違うこ
とがあります。

◆問い合わせ先　保健センター　☎83－5555

平成27年2月 10



　

秋
田
県
主
催
に
よ
る
「
わ
ら
び
座

巡
回
公
演
」
を
三
種
町
で
開
催
し
ま

す
。
無
料
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
お
誘
い
合
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

（
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

●
と　

き　

２
月
26
日　

　
　
　
　
　

14
時
開
演
（
13
時
30
分
開
場
）

●
と
こ
ろ　

山
本
ふ
る
さ
と
文
化
館

●
内　

容　

　

わ
ら
び
座　

生
き
生
き
シ
ア
タ
ー

　
「
笑
顔
予
報
は
晴
れ
の
ち
晴
れ
」

・
み
た
ね
大
学
の
閉
講
式
後
の
学
習
会
と
し

て
開
催
す
る
も
の
で
す
が
、
公
演
は
自
由

に
参
加
で
き
ま
す
。

・
高
齢
者
の
自
殺
予
防
普
及
啓
発
事
業
と
し

て
県
と
三
種
町
が
共
催
し
て
行
う
も
の
で

す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

秋
田
県
健
康
福
祉
部　

健
康
推
進
課

　

☎
０
１
８
―
８
６
０
―
１
４
２
１

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
８
３
―
５
５
５
５

こころちゃん

み
ん
な
で
考
え
る　

心
の
健
康
づ
く
り

動
態
統
計
か
ら
平
成
25
年
秋
田
県
に
お
け
る

自
殺
の
現
状
が
発
表
さ
れ
ま
し
た

　

秋
田
県
に
お
け
る
自
殺
者
数
は

２
７
７
人
で
、
前
年
比
16
人
の
減
少
で

し
た
。

　

し
か
し
自
殺
率
は
26
・
５
（
全
国
平

均
20
・
７
）
と
、
平
成
７
年
か
ら
の
全

国
１
位
が
連
続
19
年
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
同
じ
よ
う
に
三
種
町
の
平

成
25
年
の
状
況
を
み
て
み
る
と
、
自
殺

者
数
は
７
人
で
、前
年
と
同
数
で
し
た
。

年
代
別
で
は
、
全
国
・
三
種
町
と
も
に

60
歳
以
上
の
人
の
死
亡
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
冬
期
間
の
お

年
寄
り
の
閉
じ
こ
も
り
予
防
と
し
て
、

保
健
師
と
歯
科
衛
生
士
が
地
区
を
決
め

て
自
宅
に
巡
回
訪
問
（
相
談
）
す
る
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こころ通信

わ
ら
び
座  

生
き
生
き
シ
ア
タ
ー

無
料
巡
回
公
演
の
お
知
ら
せ

あらすじ
　秋田県内のとある農村。
　茂雄は寝たきりの妻、音楽教師の
嫁、高校２年の孫の４人暮らし。
　息子は２年前、姿を消した。茂雄
の心は沈みがち。
　そこへ「ＭＨＫのど自慢」出演の
話が舞い込んできた、しかも家族
で！どうする？
　家族の絆と生きがいを見つけてい
く、笑いと涙のミュージカルです。

●秋田県の自殺者数

平成25年

●年代別割合（秋田県）

●三種町の自殺者数 ●年代別割合（三種町）

平成25年

60歳以上
71%71%

0

100

200

300

400

0

5

10

40歳未満
22%

40-59歳　24%

60歳以上
54%

358

平成22年

346

平成23年

293 277

平成24年

6

9

7 7

平成22年 平成23年 平成24年

40歳未満
29%

40-59歳　０%
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想

そ
れ
以
上
は
な
か
な
か
出
て
来
ま
せ

ん
。
コ
ー
ピ
ン
グ
を
増
や
す
コ
ツ
は
１

つ
の
行
動
的
コ
ー
ピ
ン
グ
に
対
し
て
複

数
の
認
知
的
コ
ー
ピ
ン
グ
を
考
え
る
こ

と
だ
そ
う
で
す
。

　

最
後
に
統
合
的
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ゆ
っ
た
り
と

し
た
テ
ン
ポ
の
音
楽
を
か
け
静
か
な
環

境
で
椅
子
に
座
る
か
仰
向
け
に
寝
た
状

態
で
行
い
ま
す
。
目
を
閉
じ
て
ゆ
っ
た

り
と
楽
に
呼
吸
を
し
、
ゆ
っ
く
り
な
が

く
息
を
吐
き
、
苦
し
く
な
ら
な
い
と
こ

ろ
で
自
分
の
ペ
ー
ス
で
息
を
自
然
に
吸

う
。
ゆ
っ
た
り
と
楽
な
呼
吸
を
し
な
が

ら
、
気
持
ち
を
落
ち
着
け
て
い
く
の
だ

そ
う
で
す
。

　

雪
寄
せ
で
毎
日
お
疲
れ
の
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
風
邪
な
ど
引
か
な
い
よ
う

今
月
も
ど
う
か
お
元
気
で
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

　

私
達
が
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
く
上

で
ス
ト
レ
ス
の
な
い
生
活
は
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
し
、
む
し
ろ
多
少
の
ス
ト
レ
ス

は
生
き
る
上
で
必
要
と
も
言
わ
れ
ま

す
。
先
日
、
ス
ト
レ
ス
に
ど
う
向
き
合

う
か
研
修
を
受
け
ま
し
た
。
企
業
で
も

社
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
は
大
い
に

関
心
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
今
回
は
ス
ト

レ
ス
と
ど
う
対
処
す
る
か
勉
強
し
た
こ

と
を
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
般
に
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
て
く
る

と
身
体
的
反
応
と
し
て
不
眠
、
食
欲
不

振
、
下
痢
、
腹
痛
、
頭
痛
な
ど
が
起
き

て
く
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
時
に
は
過

眠
、
過
食
、
便
秘
と
い
っ
た
逆
の
現
象

も
出
て
き
ま
す
。
ま
た
、
精
神
的
反
応

と
し
て
は
憂
鬱
、
や
る
気
が
出
な
い
、

疲
れ
や
す
い
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
泣
き

た
く
な
る
、
と
い
っ
た
症
状
が
あ
り
ま

す
。

　

ス
ト
レ
ス
を
受
け
た
時
、
対
処
の
仕

方
如
何
で
回
復
も
す
れ
ば
悪
化
も
し
ま

す
。
こ
の
対
処
の
仕
方
を
ス
ト
レ
ス

コ
ー
ピ
ン
グ
（
ス
ト
レ
ス
対
処
法
）
と

言
い
ま
す
。
コ
ー
ピ
ン
グ
に
は
「
認
知

的
コ
ー
ピ
ン
グ
」
と
「
行
動
的
コ
ー
ピ

ン
グ
」
の
２
種
類
あ
り
ま
す
。

　

認
知
的
コ
ー
ピ
ン
グ
と
は
思
っ
た
ほ

ど
悪
い
状
況
で
は
な
い
と
考
え
直
す
行

為
で
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
考
え
方
や

感
じ
方
を
変
え
よ
う
と
す
る
こ
と
で

す
。
例
え
ば
仕
事
で
ミ
ス
を
し
て
上
司

に
き
つ
く
叱
ら
れ
た
よ
う
な
場
合
、
な

ぜ
ミ
ス
を
し
た
の
か
考
え
、
反
省
し
た

り
、「
叱
ら
れ
る
内
が
花
」
と
考
え
た

り
、
休
日
の
楽
し
い
予
定
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
り
と
か
、
勤
務
後
友
人
を
誘
っ
て

ご
飯
に
行
こ
う
と
考
え
た
り
す
る
こ
と

で
す
。

　

一
方
、
行
動
的
コ
ー
ピ
ン
グ
と
は
ス

ポ
ー
ツ
を
し
た
り
お
酒
を
飲
ん
だ
り
す

る
よ
う
な
目
に
見
え
る
も
の
の
こ
と

で
、
先
ほ
ど
の
例
だ
と
注
意
さ
れ
た
こ

と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
メ
モ
す
る
と

か
、
同
僚
・
先
輩
に
相
談
す
る
と
か
、

友
人
に
メ
ー
ル
し
て
ご
飯
に
誘
う
、
友

人
に
愚
痴
を
こ
ぼ
す
、
カ
ラ
オ
ケ
に
行

く
、
頭
痛
薬
を
服
用
す
る
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

◆　

◆　

◆　

◆　

◆

　

研
修
会
で
は
講
師
の
先
生
か
ら
５
分

間
で
15
個
以
上
、
で
き
れ
ば
30
個
位
の

ス
ト
レ
ス
コ
ー
ピ
ン
グ
（
対
処
法
）
を

挙
げ
ら
れ
る
よ
う
指
導
が
あ
り
ま
し

た
。
私
の
場
合
は
散
歩
す
る
、
楽
器
を

弾
く
、
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
る
、
カ

ラ
オ
ケ
に
行
く
、
お
酒
を
飲
む
、
ド
ラ

イ
ブ
す
る
、
温
泉
に
入
る
、
音
楽
を
聴

く
、
映
画
を
見
る
、
料
理
を
す
る
、
な

ど
は
す
ぐ
に
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
が
、

町
長　

三　

浦　

正　

隆

「
ス
ト
レ
ス
と
の
つ
き
あ
い
方
」
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◆申し込みは　２月17日までに　企画政策課　企画係まで　☎85－4817

三種町鵜川字北本田178
☎88－8011 ☎54－3004クオーレみたね 検 索

株式
会社ジェイエイ山本葬祭センター年中

無休
24時間
受　付

入会金は一家族（一団体）10,000円（税込）のみ
多くの割引特典で安心してご利用下さい。

そういう存在であるために私達は誠心誠意、葬儀に取り組みますここにクオーレがあって良かった

事前相談などお気軽にお問合せ下さい（相談無料）

メインホール（白木祭壇）メインホール（白木祭壇） センターホール（家族葬祭壇）センターホール（家族葬祭壇）

みどりの会
会員募集中

総合案内

広告

　

１
月
13
日
、
秋
田
県
市
町
村

会
館
で
、「
あ
き
た
未
来
づ
く

り
本
部
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、

本
町
の
「
ク
ア
オ
ル
ト
に
よ
る

い
き
い
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
、

仙
北
市
の
「
田
沢
湖
再
生
ク
ニ

マ
ス
里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
と
も
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
本
部
会
議
は
、
知
事
を

本
部
長
と
し
、
副
知
事
、
警
察

署
長
、
教
育
長
、
各
部
長
等
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
最
終
の
協

議
と
し
て
、
町
長
が
内
容
を
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
質
疑

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
席
上
、
佐

竹
知
事
は
、「
県
の
モ
デ
ル
と

な
っ
て
ほ
し
い
。
成
果
を
全
県

的
に
展
開
し
て
い
き
た
い
」
と

応
援
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
と
は
、
相
手
も
自
分
も

尊
重
し
な
が
ら
、
自
分
の
気
持
ち
を
表
現

す
る
姿
勢
の
こ
と
で
す
。
家
族
・
友
人
・

同
僚
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
応
用
で
き
る
講
座
で
す
。

●
と　

き　

２
月
21
日　

13
時
30
分
〜

●
と
こ
ろ　

琴
丘
公
民
館

●
講　

師　
秋
田
県
立
大
学  

渡
部
諭
教
授

●
参
加
費　

無
料

●
定　

員　

20
名
（
先
着
順)

　

こ
の
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
約

３
年
に
わ
た
っ
て
チ
ー
ム
会
議

や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
検
討
会
を
重

ね
て
き
た
も
の
で
、
来
年
度
か

ら
４
年
間
に
わ
た
っ
て
、
県
と

町
が
協
働
で
取
り
組
む
も
の
で

す
。
そ
の
概
要
は
、「
み
た
ね

型
ク
ア
オ
ル
ト
」
で
、
町
民
の

健
康
へ
の
意
識
を
高
め
、
健
康

診
査
の
受
診
率
を
上
げ
、
将
来

的
に
は
医
療
費
負
担
を
抑
制
す

る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
、
県
議
会
、
町

議
会
を
経
て
、
４
月
か
ら
展
開

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

随
時
、
広
報
等
で
詳
し
く
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　元気づくり支援事業の実績報告
書は、２月末までに（基本、実施
後、２か月以内）提出することに
なっています。しかし、現在まで
の提出は、約半数の20団体しかあ
りません。期限内に提出されない
場合は、補助金を返還してもらう
ことになりますので、早めに提出
をお願いします。

　勝平自治会では、子どもたちの健
やかな成長と五穀豊穣を祈念する伝
統行事「鳥追い・雪中田植え」を開
催します。

◎と　き　２月７日  18時
◎ところ　上岩川勝平
　　　　　　　　勝平農村公園
★当日は豚汁の提供もあります。
　お気軽におこしください。

み
た
ね
型
ク
ア
オ
ル
ト
が
承
認

秋
田
県
未
来
づ
く
り
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム

男
女
共
同
参
画
事
業
の

お
し
ら
せ

ポ
カ
ポ
カ
料
理
教
室

〜
み
ん
な
で
作
る
す
て
き
な
料
理
〜

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
・

　
　
　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座

〜
自
分
の
気
持
ち
を
上
手
に
表
現
〜

元気づくり支援事業
実績報告書提出期限迫る

　

若
者
向
け
の
健
康
料
理
を
作
り
ま
す
。

　

料
理
初
心
者
、
ペ
ア
や
ご
夫
婦
、
男
性

の
参
加
大
歓
迎
！
得

意
な
レ
シ
ピ
を
増
や

し
ま
し
ょ
う
☆
詳
し

く
は
企
画
政
策
課
ま

で
。

●
と　

き　

２
月
21
日　

10
時
30
分
〜

●
と
こ
ろ　

琴
丘
公
民
館

●
講　

師　
管
理
栄
養
士  

田
中
美
樹
先
生

●
参
加
費　

５
０
０
円

●
定　

員　

20
名
（
先
着
順
）

広報 みたね
mitane town
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12
月
26
日
、
役
場
で
赤
ち
ゃ
ん

誕
生
祝
金
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
参
加
者
は
、
西
村
力
さ

ん
・
美
奈
子
さ
ん
夫
婦
（
久
米
岡
）

の
お
子
さ
ん
で
８
月
17
日
に
生
ま

れ
た
美み
　
す
ず涼

ち
ゃ
ん
、
藤
原
和
志
さ

ん
・
美
佳
子
さ
ん
夫
婦
（
木
戸
沢
）

の
お
子
さ
ん
で
８
月
６
日
に
生
ま

れ
た
朝あ

さ

陽ひ

ち
ゃ
ん
、
佐
藤
剛
さ

ん
・
里
佳
さ
ん
夫
婦
（
大
町
）
の

お
子
さ
ん
で
８
月
15
日
に
生
ま
れ

た
翔か

け
るち

ゃ
ん
、
三
浦
卓
也
さ
ん
・

郁
恵
さ
ん
夫
婦
（
大
口
）
の
お
子

さ
ん
で
８
月
15
日
に
生
ま
れ
た
隆

り
ゅ
う

ち
ゃ
ん
で
す
。

　
「
友
達
に
囲
ま
れ
思
い
や
り
の

あ
る
子
に
」「
健
康
な
子
に
」「
明

る
く
活
発
な
子
に
」「
元
気
に
す

く
す
く
と
」育
っ
て
欲
し
い
な
ど
、

我
が
子
の
成
長
へ
の
思
い
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

朝陽ちゃん　　　　　　　 隆ちゃん　　　　　　　　 翔ちゃん　　　　　　　  美涼ちゃん

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
贈
呈　

三
種
の
大
切
な
宝

　
　
　
　

  

〜
健
や
か
な
成
長
を
〜

▲祝福を受け、嬉しそうなヨネさん

長
寿
祝
金
贈
呈
式

日
諸
ヨ
ネ
さ
ん
、　

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
！

12
月
15
日
、
日
諸
ヨ
ネ
さ
ん
が

１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、

長
寿
祝
金
贈
呈
式
が
大
潟
村
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
ひ
だ
ま
り
苑
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ヨ
ネ
さ
ん
は
、
大
正
３
年
12
月
15

日
旧
若
美
町
野
石
に
生
ま
れ
、
昭
和

10
年
に
萱
刈
沢
の
故
日
諸
留
造
さ
ん

と
結
婚
、
男
２
人
、
女
４
人
の
子
ど

も
を
授
か
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
入
所
中
の
ひ
だ
ま
り
苑

で
日
課
の
体
操
を
居
室
で
行
い
、
自

分
で
車
い
す
を
操
作
し
苑
内
を
散
歩

し
た
り
、
好
き
な
テ
レ
ビ
を
観
た
り

し
て
過
ご
し
、
身
の
回
り
の
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
自
分
で
行
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
食
べ
物
は
好
き
嫌
い
な
く
何

で
も
よ
く
食
べ
、
き
れ
い
好
き
で
身

だ
し
な
み
も
き
っ
ち
り
し
て
お
り
、

お
風
呂
が
大
好
き
で
い
つ
も
楽
し
み

に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ヨ
ネ
さ
ん
は
、「
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。」
の
問
い
か
け
に
し
っ

か
り
し
た
口
調
で
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。」
と
応
え
て
く
れ
ま
し

た
。

　このコーナーは町民
のみなさんと一緒に作
り上げたいと考えてい
ます。身近な地域の話
題をご提供ください。
　取材にお伺いいたし
ます。

まちの話題を
ご提供ください

◆企画政策課  85-4818
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12
月
17
日
「
森
岳
温
泉
ゆ

う
ぱ
る
」
で
平
成
９
年
３
月

の
開
館
以
来
２
６
０
万
人
の

入
館
者
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
幸
運
を
射
止
め
た
の

は
、森
岳
の
安
田
清
一
さ
ん
、

睦
子
さ
ん
ご
夫
妻
。
お
二
人

は
、
週
２
回
は
利
用
す
る
常

連
さ
ん
で
「
ゆ
う
ぱ
る
の
温

度
が
丁
度
良
く
癒
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
夫
婦
二
人

で
仲
良
く
利
用
し
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
多
く
の
お
客

様
に
ご
愛
顧
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
町
内
外
多

く
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
、
ご

満
足
い
た
だ
け
る
施
設
を
目

指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

▲思わぬ幸運の矢に喜びの安田さん

mitane town topics

　

１
月
18
日
、
八
竜
体
育
館
で
、「
ユ

ニ
カ
ー
ル
交
流
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

ユ
ニ
カ
ー
ル
は
、
陸
上
版
カ
ー
リ
ン

グ
と
言
わ
れ
、
い
か
に
相
手
よ
り
ス

ト
ー
ン
を
セ
ン
タ
ー
サ
ー
ク
ル
に
寄
せ
、

真
ん
中
に
寄
せ
た
数
で
点
数
を
競
う
競

技
で
、
技
術
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
作

戦
が
勝
敗
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。
老

若
男
女
手
軽
に
取
り
組
め
る
ス
ポ
ー
ツ

で
、
大
会
に
は
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま

で
24
チ
ー
ム
、
約
１
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
作
戦
を
練
り
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
、
終
始
和
や
か
な
ム
ー
ド

の
も
と
競
技
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 ▲真剣勝負の中にも笑いあり和やかに交流

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と

頭
脳
で
勝
負
！

ユ
ニ
カ
ー
ル
交
流
大
会

▲燃えさかる炎に無病息災などを祈願

地域に愛され、
ゆうぱる入館者260万人達成！

　

１
月
20
日
、
役
場
で
町
交
通
指
導
隊

観
閲
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
隊
員
を
前
に
三
浦
町
長

が
観
閲
と
訓
辞
を
行
い
「
交
通
弱
者
を

救
う
こ
と
が
急
務
、
隊
員
の
皆
さ
ん
の

活
動
に
よ
り
交
通
事
故
減
少
に
繋
が
っ

て
い
る
。
よ
り
一
層
み
な
さ
ん
の
ご
活

躍
を
期
待
し
た
い
」と
激
励
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
年
頭
の
決
意
表
明
で
大
山
隊

長
が
「
高
齢
者
を
事
故
か
ら
守
り
、
飲

酒
運
転
を
根
絶
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着

用
率
の
更
な
る
向
上
を
重
点
項
目
と
し

て
活
動
し
た
い
」
と
決
意
を
新
た
に
し

て
い
ま
し
た
。

　

１
月
11
日
、
浜
田
農
村
公
園
で
浜
田
獅

子
舞
愛
好
会
（
牧
野
勝
精
会
長
）
主
催
に

よ
る
「
大
ど
ん
ど
焼
き
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

公
園
の
中
央
に
組
み
上
げ
ら
れ
た
高
さ

５
ｍ
ほ
ど
の
竹
の
や
ぐ
ら
の
中
に
は
、
住

民
ら
が
持
ち
寄
っ
た
御
幣
や
し
め
飾
り
、

門
松
な
ど
が
納
め
ら
れ
、
神
事
を
行
っ
た

後
に
点
火
。
や
ぐ
ら
は
勢
い
よ
く
燃
え
上

が
り
、
参
加
者
は
炎
に
包
ま
れ
た
や
ぐ
ら

に
１
年
の
無
病
息
災
や
家
内
安
全
な
ど
を

祈
願
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
恒
例
の
ゆ
で
卵
や

あ
た
た
か
い
豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加

者
は
冷
え
切
っ
た
体
を
温
め
交
流
を
深
め

て
い
ま
し
た
。

無
病
息
災
・

家
内
安
全
を
願
っ
て

浜
田
大
ど
ん
ど
焼
き

▲町長の観閲を受ける隊員のみなさん

地
域
の
安
全
安
心
の

た
め
に
…
。

交
通
指
導
隊
観
閲
式

広報 みたね
mitane town
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2生涯学 習通信
月号

　１月７日、ふるさと文化館で新年書き初め大会が開催されま
した。町内小中学生49人が参加し、講師の岩谷朝子さん（芦崎）
の指導のもと課題に挑戦。何枚も練習し、渾身の一作を書き上
げようと真剣に作品に向き合っていました。

新年書き初め大会

１年生
金賞 白　鳥　心　寧（琴丘小学校）
銀賞 西　村　由　奈（琴丘小学校）
銅賞 小　林　レイカ（金岡小学校）
銅賞 櫻　田　　　雅（金岡小学校）
銅賞 伊　東　和　香（湖北小学校）
銅賞 進　藤　心　温（湖北小学校）
入選 畠　山　諒　大（琴丘小学校）
入選 高　橋　心　結（森岳小学校）
入選 池　内　ら　な（金岡小学校）

２年生
金賞 伊　藤　愛　生（琴丘小学校）
金賞 福　岡　愛　桜（琴丘小学校）
金賞 加　藤　未　夢（湖北小学校）
銀賞 近　藤　佑　樹（琴丘小学校）
銀賞 岩　谷　　　藍（森岳小学校）
銀賞 安　田　萌愛佳（森岳小学校）
銀賞 湊　　　朱　央（下岩川小学校）
銅賞 三　浦　叶　聖（森岳小学校）
銅賞 近　藤　由　奈（下岩川小学校）

銅賞 長　門　美　桜（浜口小学校）

３年生
金賞 近　藤　七　海（下岩川小学校）
銀賞 三　浦　万　歩（森岳小学校）
銀賞 安　田　彩　乃（金岡小学校）
銀賞 清　水　爽　音（浜口小学校）
銅賞 兒　玉　心　燈（琴丘小学校）
銅賞 佐々木　香　穂（森岳小学校）
銅賞 後　藤　愛　琉（金岡小学校）
銅賞 桧　森　優弥輝（浜口小学校）
入選 畠　山　煌　生（琴丘小学校）
入選 進　藤　大　雅（湖北小学校）

４年生
金賞 安　田　愛弓佳（森岳小学校）
金賞 信　太　風　愛（金岡小学校）
銀賞 高　橋　瑛　斗（森岳小学校）
銀賞 櫻　庭　　　愛（金岡小学校）
銅賞 小　松　愛　梨（金岡小学校）
入選 伊　東　幸　優（湖北小学校）

５年生
金賞 近　藤　陽　香（琴丘小学校）
銀賞 田　村　華　弥（金岡小学校）
銀賞 西　坂　柊　洸（湖北小学校）
銅賞 渡　辺　亜香音（琴丘小学校）
銅賞 伊　藤　七　海（金岡小学校）
銅賞 田　村　葉　月（金岡小学校）
入選 近　藤　　　京（下岩川小学校）

６年生
金賞 近　藤　彬　心（琴丘小学校）
金賞 平　塚　静　奈（琴丘小学校）
銀賞 北　村　紗　奈（琴丘小学校）
銀賞 田　川　陽　菜（金岡小学校）

中学生
金賞 近　藤　向日葵（琴丘中学校１年）
金賞 櫻　庭　沙　紀（山本中学校２年）
銀賞 袴　田　千　優（山本中学校２年）

　

琴
丘
文
化
財
保
護
協
会
か
ら
「
三
種
町

琴
丘
地
域
石
材
造
形
物
調
査
報
告
書
」
が

刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
同
会
が
長
期
間
調

査
に
取
り
組
ん
だ
、
琴
丘
地
区
の
貴
重
な

文
化
財
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
公

民
館
に
寄
贈

さ
れ
て
い
ま

す
の
で
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ

い
。

◆
謝　

意

ボ
ク
シ
ン
グ
用
品
寄
贈

　

金
足
農
業
高

等
学
校
の
宮
腰

明
先
生
か
ら
、

ボ
ク
シ
ン
グ
グ

ロ
ー
ブ
２
組
、

ヘ
ッ
ド
ギ
ア
２

組
、
パ
ン
チ
ン

グ
ミ
ッ
ト
１
組

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
宮
腰
先
生
は
ボ
ク

シ
ン
グ
世
界
王
者
三
浦
隆
司
選
手
の
高
校

時
代
の
恩
師
で
す
。

　

寄
贈
物
品
の
内
、
三
浦
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

の
サ
イ
ン
入
り
グ
ロ
ー
ブ
は
琴
丘
総
合
体

育
館
に
展
示
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
機
器
は

八
竜
体
育
館
に
設
置
さ
れ
、
ご
利
用
で
き

ま
す
。

石
造
物
調
査
報
告
書 

完
成

平成27年「三種町新年書き初め大会」結果
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● 教育委員会
　 総務学事課 総務係・学事係（琴丘地域拠点センター内）　☎87－2115
　 生涯学習課 生涯学習係（琴丘地域拠点センター内）　　　☎87－2113
　 生涯学習課 スポーツ係（琴丘総合体育館内）　　　　　　☎87－2222
● 琴丘公民館　☎87－3232
● 山本公民館　☎83－2354　
● 八竜公民館　☎85－2177

生涯学習に関する
申し込み・
問い合わせ先

　１月10、11日の２日間、第22回北緯40度中学校バスケッ
トボール交流大会が琴丘総合体育館と山本体育館を会場に開
かれました。この大会は、共に北緯40度線上にある縁から、
旧琴丘町と岩手県葛巻町がスポーツを通じて交流を深めよう
と始まったものです。北東北３県から男女各12チームが集
まり、冬の熱戦を繰り広げました。

　

山
本
公
民
館
の
児
童
図
書

コ
ー
ナ
ー
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

ま
し
た
。
児
童
図
書
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
る

鵜
木
恵
美
さ
ん
（
木
戸
沢
）
の

ご
協
力
に
よ
り
、
子
ど
も
達
が

本
を
自
由
に
手
に
取
れ
る
よ
う

な
レ
イ
ア
ウ
ト
や
季
節
ご
と
の

飾
り
付
け
な
ど
、
親
子
で
ゆ
っ

く
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
本

を
楽
し
め
る
空
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

合
わ
せ
て「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」

を
は
じ
め
、
新
刊
絵
本
を
購
入

し
ま
し
た
の
で
、
是
非
足
を
お

運
び
く
だ
さ
い
。

◎
硬
式
の
部

•

会
場　

山
本
体
育
館

　

一
般
男
女
団
体

　
　
　
　
　
　
（
４
〜
６
名
）

　

小
学
生
の
部

●
問
い
合
わ
せ
先

　

泉

　

☎
０
９
０
―
８
７
８
６
―
１
６
６
０

◎
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
の
部

•
会
場　

八
竜
体
育
館

　

個
人　

シ
ン
グ
ル
ス

　

ダ
ブ
ル
ス

　

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

●
問
い
合
わ
せ
先

　

高
橋

☎
５
５
―
０
８
７
９

◆日時　２月15日（日）
　　　　午後０時30分開場／午後１時開演
◆場所　山本ふるさと文化館
◆出演　秋田大学吹奏楽団
　　　　琴丘中学校、山本中学校、八竜中学校吹奏楽部

◆問い合わせ先　教育委員会生涯学習課　☎87－2113

三種町音楽演奏会

昨年の様子

秋田大学吹奏楽団と
町内３中学校吹奏楽部のジョイント♪♪

◆曲目　麦の唄、J-POPベストヒッツメドレー 他

北緯40度中学バスケ

■

親
子
で
本
を
楽
し
も
う
♪

三
種
町
卓
球
大
会
開
催

◆
日
時　

３
月
15
日
（
日
）

◆
申
し
込
み
締
め
切
り　

２
月
27
日（
金
）
必
着

◎結果 ………………………………………………………
　男子　１位 ▼東雲中　　２位 ▼泉中　　３位 ▼久慈中
　女子　１位 ▼男鹿東中　２位 ▼琴丘中　３位 ▼山本中

24チームが熱戦

　

２
月
14
日（
土
）、
15
日（
日
）

の
2
日
間
、
館
内
清
掃
の
た
め

琴
丘
公
民
館
が
休
館
と
な
り
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お知らせ

広報 みたね
mitane town
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インフォメーションお
し
ら
せ

重
要 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

「
デ
ジ
ア
ナ
変
換
サ
ー
ビ
ス
」

終
了
の
お
知
ら
せ

　

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
も
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
経
由
で
地
上
波
デ

ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
で
き
る

「
デ
ジ
ア
ナ
変
換
サ
ー
ビ
ス
」は

　

３
月
17
日
で
終
了
し
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
視
聴

で
き
る
対
策
を
お
願
い
し
ま

す
。

対
処
方
法

①
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー

内
蔵
の
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
に

買
い
替
え
る

②
地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー

内
蔵
録
画
機
等
を
購
入
し
設

置
す
る

③
Ｓ
Ｔ
Ｂ
（
有
料
放
送
用
チ
ュ

ー
ナ
ー
）
を
設
置
す
る

終
了
告
知
画
面
の
表
示

　

デ
ジ
ア
ナ
変
換
サ
ー
ビ
ス
終

了
に
向
け
、
テ
レ
ビ
画
面
を
一

時
的
に
切
り
替
え
、「
デ
ジ
ア

ナ
変
換
サ
ー
ビ
ス
の
終
了
の
お

知
ら
せ
」
を
表
示
し
ま
す
。

●
予
定
日

　

２
月
12
日　

10
時
〜
正
午

　

３
月
４
日　

10
時
〜
正
午

問
い
合
わ
せ
先
…
Ｃ
Ｎ
Ａ
秋
田

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

（
０
１
２
０
―
３
４
４
―
０
３
７
）

※
９
時
〜
18
時

「
デ
ジ
ア
ナ
変
換
」
の
視

聴
世
帯
に
対
す
る
支
援
が

あ
り
ま
す

　
「
デ
ジ
ア
ナ
変
換
」
に
よ
り

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴

（
聴
取
）
し
て
い
る
世
帯
に
対

し
、
簡
易
な
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
対
応
チ
ュ
ー
ナ
ー
１
台
を
無

償
で
給
付
し
ま
す
。

●
支
援
対
象

　

デ
ジ
ア
ナ
変
換
に
よ
り
ア
ナ

ロ
グ
テ
レ
ビ
で
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
を
視
聴
（
聴
取
）
し
て
い

る
次
の
い
ず
れ
か
の
世
帯
が
支

援
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し

一
部
世
帯
を
除
き
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

放
送
受
信
料
が
全
額
免
除
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

①
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助

を
受
け
て
い
る
。

②
障
が
い
者
が
い
る
世
帯
で
、

か
つ
世
帯
全
員
が
市
町
村
民

税
非
課
税
の
措
置
を
受
け
て

い
る
。

③
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て

い
る
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
方
法

　

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
し

て
支
援
の
申
込
書
な
ど
を
取
り

寄
せ
て
申
し
込
み
。

　

平
成
27
年
２
月
27
日
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
…

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支

援
実
施
セ
ン
タ
ー
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ

ル（
☎
０
５
７
０
―
０
３
４
―
０
３
７
）

受
付
時
間　

平
日
９
時
〜
17
時

お
と
も
苑
か
ら
の
お
知
ら
せ  

　

生
き
生
き
学
習
（
陶
芸
教

室
・
歌
謡
教
室
）
は
年
齢
を
問

わ
ず
一
般
の
方
が
た
が
自
由
に

参
加
で
き
る
教
室
で
す
。

　

お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

●
陶
芸
教
室
（
初
心
者
向
け
）

　

２
月
10
日　

10
時
〜
15
時

●
歌
謡
教
室

　

２
月
28
日　

13
時
〜
16
時

※
２
月
の
休
館
日

　

２
、
９
、
12
、
16
、
23
日

問
い
合
わ
せ
先
…
高
齢
者
交
流

セ
ン
タ
ー
お
と
も
苑

（
☎
５
８
―
５
２
９
５
）

山
本
組
合
総
合
病
院

緩
和
ケ
ア
市
民
公
開
講
座

の
お
知
ら
せ

●
と　

き

　

３
月
７
日　

13
時
〜
16
時

●
と
こ
ろ

　

能
代
山
本
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

●
対　

象

　

一
般
住
民
、
医
療
・
保
健
・

福
祉
従
事
者
等

●
参
加
費　

無
料

●
主
催　

山
本
組
合
総
合
病
院

問
い
合
わ
せ
先
…
山
本
組
合
総

合
病
院　

が
ん
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー

（
☎
５
２
―
３
１
１
１
）

自
動
車
の
登
録
手
続
き

お
早
め
に

東
北
陸
運
局
秋
田
運
輸
支
局

　

年
度
末
、
運
輸
支
局
の
自
動

車
検
査
・
登
録
窓
口
は
、
例
年

大
変
混
み
合
い
ま
す
。
自
動
車

の
諸
手
続
き
を
予
定
の
方
は
比

較
的
混
雑
の
少
な
い
３
月
上
旬

こ
ろ
ま
で
に
手
続
き
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
登
録
手
続
き
に
関
し
て
の
問

い
合
わ
せ
は
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

☎
０
５
０
―
５
５
４
０
―
２
０
１
２

（
登
録
手
続
き
案
内
）
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

多
重
債
務
相
談
窓
口
の

ご
案
内

　

東
北
財
務
局
秋
田
財
務
事
務

所
で
は
、
借
金
を
抱
え
、
お
悩

み
の
方
が
た
か
ら
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
相
談
無
料
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
窓
口　

財
務
省
東
北
財

務
局
秋
田
財
務
事
務
所　

理
財

課（
秋
田
第
２
合
同
庁
舎
３
階
）

●
受
付
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

・
８
時
30
分
〜
正
午

　

・
13
時
〜
16
時
30
分

（
☎
０
１
８
―
８
６
２
―
４
１

９
６
（
専
用
））

４
月
１
日

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
が

改
正
さ
れ
ま
す

・
正
社
員
と
差
別
的
扱
い
が
禁

止
さ
れ
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
者
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま

す
。

・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
雇

い
入
れ
た
と
き
は
、
実
施
す

る
雇
用
管
理
の
改
善
措
置
の

内
容
に
つ
い
て
事
業
主
の
説

明
義
務
が
新
設
さ
れ
ま
す
。

・
事
業
主
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
か
ら
の
相
談
に
応

じ
、
適
切
に
対
応
す
る
た
め

に
必
要
な
体
制
を
整
備
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
を
雇

い
入
れ
た
と
き
に
、
事
業
主

が
文
書
交
付
等
に
よ
り
明
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
項
目

に
「
相
談
窓
口
」
が
追
加
さ

れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
…
秋
田
県
労
働

局　

雇
用
均
等
室

（
☎
０
１
８
―
８
６
２
―
６
６
８
４
）

ドラゴンクリニック
院長　奈　良　幸　雄

医療法人　秋田愛心会

内科・外科・呼吸器内科・消化器内科・整形外科・小児科
〒018-2407  山本郡三種町浜田字上浜田１

TEL. 85ｰ4666

通所リハビリテーション通所リハビリテーション通所リハビリテーション

●個別リハビリ（20分以上）
●集団での体操
　リハビリを兼ねたレクリエーション 脳卒中で半身が完全に麻痺した方でも、自分

の両足でこげる実証例が多数あります。

　いつまでも健康に暮らせるよう一人一人に合ったリハビリを提供し
ます。病気やケガの後遺症のある方、退院後もリハビリを続けたい方
のリハビリも行います。

直接お問い合わせください

▲

TEL 85ｰ4666

介護・介護予
防

随時参加申込み受付中

理学療法
広告

平成27年2月 18



秋
田
県
立
近
代
美
術
館
企
画
展

「
日
々
の
写
生　

画
家
た

ち
の
生
き
た
時
代
」

●
期　

間

　

２
月
７
日
〜
４
月
19
日　
　

●
と
こ
ろ

　

 

秋
田
県
立
近
代
美
術
館

５
階
展
示
室

　

観
覧
無
料
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も

開
催
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・Tw

itte
r

「
秋

田
県
立
近
代
美
術
館
」
で
検

索
！マ

イ
ホ
ー
ム
を
買
っ
た
人
も

こ
れ
か
ら
買
う
人
も

ご
存
じ
で
す
か
？

「
す
ま
い
給
付
金
」

　

国
土
交
通
省
で
は
、
消
費
税

率
の
引
上
げ
に
伴
う
負
担
増
を

緩
和
す
る
た
め
、
新
消
費
税
率

で
住
宅
を
取
得
し
た
方
に
対

し
、「
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
」
に

つ
い
て
は
控
除
限
度
額
を
倍
の

４
０
０
万
円
に
大
幅
拡
充
す
る

と
と
も
に
、
年
収
に
応
じ
最
大

30
万
円
を
現
金
給
付
す
る
「
す

ま
い
給
付
金
」
制
度
を
創
設
し

４
月
よ
り
申
請
受
付
を
開
始
し

て
い
ま
す
が
、
本
制
度
が
広
く

利
用
さ
れ
る
よ
う
、
２
月
６
日

付
け
で
「
す
ま
い
給
付
金
事
務

局
」
を
開
設
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
０
５
７

０
―
０
６
４
―
１
８
６
（
通
話

料
が
か
か
り
ま
す
）

す
ま
い
給
付
金
事
務
局

（h
ttp
://s
u
m
a
i-k
yu
u
fu
.

jp

）募　
　

集

秋
田
職
業
訓
練
支
援
セ
ン
タ
ー

４
月
期
生
募
集

●
訓
練
期
間

　

４
月
２
日
〜
９
月
30
日

（
６
カ
月
）

●
訓
練
科
／
定
員

　

機
械
加
工
技
術
科
／
15
名

　

電
気
設
備
科
／
15
名

　

ビ
ル
管
理
技
術
科
／
18
名

●
受
講
料　

無
料

（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
自
己
負
担
）

●
募
集

　

２
月
２
日
〜
３
月
３
日
ま
で

問
い
合
わ
せ
先
…
秋
田
職
業
訓

練
支
援
セ
ン
タ
ー
訓
練
課　

受

講
者
第
一
係

（
☎
０
１
８
―
８
７
３
―
３
１
７
８
）

職
業
訓
練
の
希
望
者
を
募

集
し
ま
す

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
能
代

  ●
科
名
／
定
員

　

介
護
職
員
初
任
者
養
成
科

　
　
　
　
　
　
　
　

／
20
名

　

介
護
に
携
わ
る
者
が
必
要
最

低
限
の
知
識
、
技
術
と
そ
れ
を

実
践
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
身
に
つ

け
、
基
本
的
な
介
護
業
務
を
出

来
る
人
材
を
目
指
し
ま
す
。

●
訓
練
期
間

　

３
月
27
日
〜
６
月
26
日

●
場
所

　

能
代
文
化
学
院（
能
代
市
東
町
）

●
募
集　

３
月
２
日
ま
で

※
募
集
期
間
は
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
し
く

は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
て
確
認

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
…
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
能
代　

訓
練
担
当

（
☎
５
４
―
７
３
１
１
）

秋
田
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
員
募
集

　

秋
田
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
犯
罪
や
事
故
等
に
遭
わ
れ

た
被
害
者
と
そ
の
ご
家
族
の
方

が
た
の
悩
み
の
軽
減
や
心
の
ケ

ア
を
目
的
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
支
援
活
動
員
に
よ
る
電
話
相

談
、
法
廷
や
病
院
等
へ
の
付
き

添
い
支
援
等
を
行
っ
て
お
り
、

左
記
に
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支

援
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
す
る
支
援
活
動
員　

　
　
　
　
　
　
　
　

約
10
名

●
応
募
資
格

・
20
歳
以
上
の
心
身
と
も
に
健

康
な
方

・
支
援
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す

る
専
門
的
な
研
修
（
概
ね

１
０
０
時
間
）
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
、
支
援
活
動
が
で

き
る
方

●
募
集
期
間

　

２
月
１
日
〜
２
月
28
日
ま
で

●
応
募
方
法

①
希
望
す
る
方
は
支
援
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
申

請
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

か
、
事
務
局
に
電
話
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

②
申
込
書
に
必
要
事
項
と
応
募

の
動
機
を
記
載
の
上
事
務
局

に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

③
書
面
、
面
接
に
よ
る
審
査
を

行
い
選
考
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
…
秋
田
県
被
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー　

事
務
局

（
☎
０
１
８
―
８
９
３
―
５
９
３
５
）

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

職
員
業
務
説
明
会

●
と　

き　

３
月
８
日

　
　
　
　
　

10
時
〜
16
時

●
と
こ
ろ　

東
北
大
学

●
プ
ロ
グ
ラ
ム

①
国
立
大
学
法
人
等
職
員
の
業
務

内
容
に
つ
い
て
の
概
要
説
明

（
２
回
開
催

　

各
回
定
員
３
２
０
名要

予
約
）

②
若
手
職
人
に
よ
る
座
談
会

　
（
定
員
３
２
０
名　

要
予
約
）

③
各
国
立
大
学
法
人
等
に
よ
る

個
別
説
明
会

●
予
約
方
法

　

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

職
員
採
用
試
験
実
施
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込

み
。
申
し
込
み
後
に
参
加
票
を

返
送
し
ま
す
の
で
印
刷
し
て
持

参
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間

　

２
月
２
日
〜
19
日

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

問
い
合
わ
せ
先
…
東
北
地
区
国

立
大
学
法
人
等
職
員
採
用
試
験

事
務
室

（
☎
０
２
２
―
２
１
７
―
５
６
７
６
）

防
衛
省
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

  

【
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）】

●
受
付
期
間　

　

２
月
13
日
〜
３
月
６
日

●
試
験
日

　

３
月
８
日　

９
時
か
ら

●
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

(

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在)

●
会
場

　

陸
上
自
衛
隊
秋
田
駐
屯
地

●
合
格
発
表　

３
月
20
日

【
予
備
自
衛
官
補

（
一
般
・
技
能
乙
）】

●
受
付
期
間

　

３
月
24
日
ま
で

●
試
験
日

　

４
月
12
日　

９
時
か
ら

●
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
男
女

　

(

平
成
27
年
７
月
１
日
現
在)

●
会
場　

　

陸
上
自
衛
隊
秋
田
駐
屯
地

●
合
格
発
表　

５
月
15
日

問
い
合
わ
せ
・
要
項
（
願
書
）

の
請
求
…
自
衛
隊
秋
田
地
方
協

力
本
部 

能
代
地
域
事
務
所

(

☎
５
２
―
０
７
６
８)

広告

広報 みたね
mitane town
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戸籍の窓戸籍の窓
（１月19日までの届出）

お誕生おめでとう

※「戸籍の窓」への名前の掲載を希望しない
方は、届出の際に窓口へお申し出ください。

ごめいふくをお祈りします

2月行事予定
町の人口と世帯数

●人　口 18,161人 （- 8）
　 【男】 8,421人   （-11）
　 【女】 9,740人   （+ 3）
●世帯数 6,996戸   （+ 2）
※平成26年12月末現在、（  ）内前月比

袴田　　充さん（志 戸 橋）
野呂田　悠さん（横 長 根）

佐藤　嘉秀さん（大　　曲）
佐賀井都子さん（能 代 市）

いつまでもお幸せに

笹村　芽
いぶき

希さん12月10日　金光寺
【義和・明希さんの長女】

金谷　悠
ゆうげん

玄さん12月25日　大　曲
【泰昭・悠子さんの長男】

青木　優
ゆう

璃
り

さん12月28日　鹿　南
【健介・秋葉さんの長女】

信太　　嶺
れい

さん １月10日　豊　岡
【春樹・那智さんの長男】

見上　ミキさん　91歳　鹿　　中
小澤　禮藏さん　94歳　向 達 子
藤原　久美さん　93歳　鯉 川 北
髙𣘺　　悟さん　64歳　和　　田
武田　利夫さん　66歳　新　　田
金子　芳民さん　67歳　大　　口
清水　エチさん　89歳　浜　　田
佐藤　ミヨさん　94歳　外 ノ 沢
鎌田　チカさん　103歳　新屋敷南
加藤キヨメさん　93歳　勝　　平
浦嶋　妙慶さん　96歳　浜　　田
相沢　茂子さん　73歳　釜　　谷
近藤　ウタさん　90歳　鹿　　中
金子　貞子さん　62歳　大　　口
成田　陸郎さん　83歳　萱 刈 沢
児玉千惠子さん　82歳　鵜　　川
梅田　忠彦さん　76歳　豊　　岡
宮田　チヤさん　86歳　川　　代
後藤　サキさん　90歳　谷地ノ沢
清水テツヱさん　97歳　浜　　田

日 曜日 行　　　　　事　　　　　名
1 日
2 月

3 火
ドラえもんひろば「豆まきに参加してみませんか？」（森岳保育園　9：30～11：30）
メロンキッズひろば・浜口保育園開放日「節分お楽しみ会」（浜口保育園　10：00～11：00）
わくわくひろば「まめまき会に参加しましょう」（琴丘保育園　9：30～11：30）

4 水
5 木 ３歳児健診（保健センター）

特設人権相談所開設（八竜ふれあいセンター　10：00～15：00）
6 金 八竜幼稚園開放日（10：00～11：00）
7 土
8 日
9 月
10 火 メロンキッズひろば「おひなさま作り」（八竜改善センター　9：30～11：30）

わくわくひろば 「１歳児の先生と遊びましょう」（琴丘保育園　9：30～11：30）
11 水 建国記念の日
12 木 ドラえもんひろば「たくさん遊びましょう」（森岳保育園　9：30～11：30）

13 金
ジュンサイ生産農家研修会「ジュンサイ主要害虫の発生状況と防除対策ほか」（山本ふるさと文化館　10：00～）
鵜川保育園開放日「一緒に遊びましょう」
八竜幼稚園開放日（10：00～11：00）

14 土
15 日 三種町音楽演奏会（山本ふるさと文化館　13：00開演）
16 月 健康相談・コーヒーサロン（金陵の館　9：30～11：30）

17 火

行政相談所開設（ひまわりセンター　10：00～12：00）
乳児健診（保健センター）　　
献血（琴丘地区）
メロンキッズひろば「お店屋さんごっこで交流」（浜口保育園　10：00～11：00）
わくわくひろば 「元気に遊びましょう」（琴丘保育園　9：30～11：30）

18 水 行政相談所開設（山本公民館　10：00～12：00）
健康相談・コーヒーサロン（山本公民館　9：30～11：30）

19 木 ドラえもんひろば「保健師さんと遊びましょう」（森岳保育園　9：30～11：30）
20 金 がん患者の集い（保健センター　13：30～16：00）

八竜幼稚園開放日「おやつパーティー」
21 土
22 日
23 月
24 火 わくわくひろば「雪うさぎのクリップ作り」（琴丘保育園　9：30～11：30）
25 水 健康相談・コーヒーサロン（すいらんの館　9：30～11：30）

メロンキッズひろば「春待ちお茶会」（八竜改善センター　9：30～11：30）

26 木
ドラえもんひろば「おひな様を作ってみませんか？」（森岳保育園　9：30～11：30）
健康相談・じょもんコーヒーサロン（琴丘地域拠点センター　9：30～11：30）
健康相談・おしゃべりサロン（八竜改善センター　13：30～15：30）

27 金 ２歳児歯科健診（保健センター）
八竜幼稚園開放日（10：00～11：00）

28 土 三種町スポーツ文化栄誉賞授与式（琴丘総合体育館　10：00開式）

編集後記
　２月14日。学生だった僕のバレンタイ
ンデーは、学校の靴箱から始まります。そ
こでダメなら教室に入って机の中、帰りが
けに廊下に女子がいるともう心臓バクバ
ク。次の日になっても諦めきれずに期待し
て靴箱をあけたものでした。
　もとはキリスト教の記念日だそうです
が、日本では、女性が男性に愛情表現とし
てチョコレートを贈るという形が定着した
このイベント。お菓子の消費拡大のために

始まったようですが、現在ではチョコレー
ト年間消費量の約２割がこのために消費さ
れる国民的行事となりました。
　今年は、地方創生が重要な政策課題とし
て位置付けられ、様々な取り組みがされて
くことと思いますが、バレンタインデーの
ような、ドキドキしてホッコリする、そん
な楽しい事業で町が活性化できたらとても
素晴らしいと思います。
　さて、大人になった僕のバレンタイン
デー。なぜかその日は妻がチョコを食べる
日に。そのチョコ、もしかして？　　（将）

平成27年2月 20


